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「耕耘」と入力し、「追加」ボタンを押します。 

下図のように、「耕耘」が追加され、追加用の入力欄が新たに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集画面のドロップダウンには、下図のように耕耘が追加されています。 

 

 

 

 

    

 

 

押下 
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② 編集 

「除草」を「草刈り」に変更します。 

「除草」の入力欄を押して、「草刈り」と入力します。 

   「更新」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

編集画面のドロップダウンには、下図のように「除草」が「草刈り」に変更されています。 

 

 

 

 

 

 

押下 
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③ 削除 

「施肥」を削除します。 

「施肥」の入力欄の横に並んでいる「削除」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集画面のドロップダウンには、下図のように「施肥」が削除されています。 

 

 右側の画面を閉じるには、右下の矢印ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

押下 
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2.5 基本的な操作について 

各画面（各帳票作成）に共通する操作について、種苗一覧画面を例に確認します。 

 

2.5.1 新規作成 

 新しく記録（行）を作成する場合の操作を確認します。 

 

（１）「新規」ボタンを押します。 

 

（２）編集画面が表示されます。編集画面の入力項目に必要な情報を入力していきます。 

入力し終わったら、内容を確認して「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 
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下図のように、追加した内容が表に表示されます。 

 

 

2.5.2 編集 

既に登録してある記録（行）を編集する場合の操作を確認します。 

編集する際は、2つの方法で編集画面を表示することができます。 

 

【1つ目の方法】 

(1) 編集する記録（行）を押します。押した記録（行）は背景の色が変わります。「編集」 

ボタンを押します。 

※行をダブルクリックすることでも編集画面を表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

② 

①  
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(2) 編集画面が表示されます。 

下図のように、選択した記録（行）に登録された情報が表示されます。 

 

(3) 変更する項目を編集します。 

ここでは、品種を「アイコ」から「桃太郎」に変更してみます。 

 

 

 

 

(4) 「OK」ボタンを押します。下図のように、編集した内容が表に反映されます。 
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2.5.3 削除 

記録（行）を削除する場合の操作を確認します。 

 

(1) 削除する記録（行）押し、「削除」ボタンを押します。 

 

 

(2) 下図のような確認画面が表示されます。 

削除する場合は「OK」ボタンを押します（削除しない場合は「キャンセル」ボタン

を押します）。 

 

 

 

 

 

 

「削除しました」とメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 

 

①  押下 

② 
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下図のように、削除した記録（行）が表から消えます。 
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2.5.4帳票を作成する 

 帳票を作成する場合の操作を確認します。 

  

(1) 「帳票」ボタンを押します。 

 

 

帳票のプレビュー画面が表示されます。「帳票」ボタンを押すと帳票が出力されます。 

 

押下 

押下 
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下図のメッセージ画面が表示されるので「OK」ボタンを押します 

 

 

 

 

 

 

 

※プレビュー画面からも編集が可能です。①の編集する記録（行）を選択して、②の「編集」

ボタンを押します。③の編集画面が表示されるので、内容を編集して④の「OK」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 ② 

①  

③ 

押下 ④ 
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2.5.5帳票をひらく 

作成した帳票は、インストール後に作られる「work」というフォルダにあります。 

インストール後にデスクトップ上に表示される下図の NORM 帳票のアイコンをダブルク

リックします。（※右クリックで「開く」を選択して開くこともできます。） 

 

 

 

 

 

 

下図のように「work」フォルダが開かれ、作成した帳票が表示されるので、ダブルクリ

ックして開きます。（※右クリックで「開く」を選択して開くこともできます。） 

 

 

 

※帳票は、NORM帳票のアイコンから開くことができますが、下図のようにインストー

ル後に作られるフォルダから開くこともできます。 

（ファイルの場所…C:¥ESS-NORM¥work） 

 

 ※表示される文字数が多くなった場合プレビューと出力結果の見た目が変わることがあ

ります。また、編集画面で入力した改行が含まれないことがあります。 
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3. あらかじめ設定する項目 

 ここでは、帳票を作成するために必要な情報を設定します。 

各項目を設定することで、他の帳票作成時に使用できることに加えて、各一覧系の帳票を作

成することができます。 

 

3.1 設定 

 帳票を作成する前に、申請者などの帳票に表示される項目や、栽培品目などを設定してお

く必要があります。 

 

ホーム画面右上 

にある「設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、設定画面が表示されます。ここで設定する項目は赤枠の中だけです。 

 

 

（１）帳票表示項目 

下図のように「申請者」「認定機関」「生産行程管理責任者」の項目に入力します。 
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(1) 栽培品目 

栽培している品目を選択してください。 

 

   ※選択した作物によって、下記のように使える機能が変わります。 

   水稲・茶・大豆・小麦 … 調製管理記録を作成することができます。 

   きのこ  … 資材一覧の「資材区分」で「別表３：菌種培養資材」を選択できます。 

 

(2) 二段階格付 

下図の二段階格付を選択すると、出庫格付管理記録を作成することができます。 
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3.2 ほ場 

 ほ場は、「ほ場一覧画面」で設定することができます。 

   まずは、ほ場一覧画面の表示方法を説明します。 

 

ホーム画面の「ほ場」を選択します。 

 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「ほ場」「種

苗」「資材」「施設」「機械・器具」「グループ管理」の

項目が表示されるので、「ほ場」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、ほ場一覧画面が表示されます。 

画面上部には「合計面積」が表示されており、全てのほ場の合計面積が表示されます。 

 

下図は、ほ場を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

 

※面積は、少数第 1位まで入力できます。 

※「生産者」の登録については、20 ページ

を参照してください。 
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3.3 種苗 

 種苗は、「種苗一覧画面」で設定することができます。 

   まずは、種苗一覧画面の表示方法を説明します。 

 

ホーム画面の「種苗」を選択します。 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「ほ場」「種

苗」「資材」「施設」「機械・器具」「グループ管理」の

項目が表示されるので、「種苗」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、種苗一覧画面が表示されます。 

 

下図は、種苗を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

※「作業内容」の登録については、20

ページを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 40 - 

 

また、「種・苗」の項目で「苗」を選択した場合は、下図のように「証明書」の項目が表

示されます。苗の場合、「証明書」で「有」を選択しなければ登録できません。 
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また、「作業内容」を選択した場合は、下図のように「単位」の項目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 42 - 

 

3.4 資材  

 資材は、「資材一覧画面」で設定することができます。 

   まずは、資材一覧画面の表示方法を説明します。 

 

ホーム画面の「資材」を選択します。 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「ほ場」「種

苗」「資材」「施設」「機械・器具」「グループ管理」の

項目が表示されるので、「資材」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、資材一覧画面が表示されます。 

 

 

下図は、資材を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

※「作業内容」の登録については、20ページ

を参照してください。 

※「作業内容」を入力した資材は、他の帳票

作成時に使用することができます。 

※混合資材の場合、「備考」に配合を書いてく

ださい。 

※混合資材の中身を変えた場合、「資材名」を

変更してください。 
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また、「資材区分」の項目で「別表２：農薬」を選択した場合は、下図のように「メーカ

ー」が必須項目となります。 
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3.5 施設 

 施設は、「施設一覧画面」で設定することができます。 

   まずは、施設一覧画面の表示方法を説明します。 

 

ホーム画面の「施設」を選択します。 

 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「ほ場」「種

苗」「資材」「施設」「機械・器具」「グループ管理」の

項目が表示されるので、「施設」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、施設一覧画面が表示されます。 

 

 

下図は、施設を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

 

※使用目的については、17ページを参照し

てください。 

※使用目的で「育苗」を選択した施設は、育

苗管理記録で使用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


